
U.D.C.る21.1る5.004.5
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1.緒 日

大形蒸気タービンの運転実績も次第に多くなり,機械の寿命を長

くし,運転の信療度を高めるためには,的確な管理と十分なる沖志

が大切である｡これほ蒸気条件が,102kgノcm2g,5380/5380C以上

の場合に対してほ特に重要で,そのためにほ次に述べる事項にした

がって,系統的な保守点検を周期的に行う必要がある｡以下75MW

から175MW機までのタンデムコンパウンド再熱蒸気タービンにつ

いて記述する｡

2.定期的保守点検

2.11日 にl回

(1)起動盤のテスト弁を操作して,主塞止弁,中間阻止弁,再

熱塞止弁の作動を確認すること｡弁棒が｢テスト位置+まで閉鎖

し,自由に作動するか否かをみる｡

(2)先行非常調速機テスト装罵ハンドルによって,中間阻止弁

の半開試験を行うこと｡

(3)テストレバーを操作して,空気作動の抽気道止弁の閉凱試

験を行うこと｡

(4)テスト装置により,補助仙ポンプ,ターニングギヤ仙ポン

プ,非常用軸受油ポンプを起動して作動を点検すること｡

2.21週に1回

(1)車室の圧力を運転日誌から点検すること｡タービンがまだ

汚れていない状態では,圧力は親近圧力の±3%以内におさまっ

ていなければならない｡最初の無抽気運転で,測定値と規定値と

の差がはなはだしく大きくなるのほ,タービン内部の異物による

か,機械的損傷によるものと考えられる｡それが抽気運転の場合

は,上述の条件によるか,またほ

(a)給水加熱器の運転に間違いのある場合

(b)その間違いのために熱サイクルに変化を生じ 抽気圧力

が変動する場合

によるものと考えられる｡

測定圧力と規定圧力との差が大きく,その原因が判明しない場

合にほ,日立製作所に連絡することになる｡

測定圧力が漸次上昇するのは,ボイラから運びこまれた堆積物

で,蒸気の通路がうめられていることを示す｡その結果,効率お

よび出力の減少をもたらし,極端な場合にほ,巽車,ダイヤフラ

ム,車重および堆力軸受に過度の荷重をかけることになる｡圧力

差が突然大きく生じたりするのは,機械的に損傷を起しているこ

とを示す｡この場合にほタービンを停止して修理しなければなら

ない｡

*
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t2)油タンク油面計の警報装置の作動を確認すること｡

(二3)加減弁が円滑に作動し,弁座が完全であるよう弁棒の頂部,

およびブッシュに付着したゴミを清掃すること｡

し4)調整機構のレバー間の接合部を掃除し,注油すること｡健

脚伽まゴム質化するのを防止するため,ライト油を使用するこ

とし

(5)油漏れは常に監視し,発見次第すみやかに修理するこ

と｡

(6)156MW以上のタービンには,一般にロックアウト装置が

ついているので,負荷運転中に,ロックアウト装置を作動させて

州境射弁を操作し,定格回転数において非常調速機の作動を確認

すること｡

(7)テスト装置を操作して,油圧式推力軸受摩耗警報ならびに

遮断装置の作動を確認すること｡この装置は一般に156MW以上

のタービンに装備されている｡

2.31月 に1回

(1)並列運転が1箇月以上続く場合ほ,菜匡転中に加減弁を開閉

し,スティックの有無を点検すること｡この場合タービンは並列

にいれたままでもよい｡ただし負荷の増減法は日立製作所タービ

ンの一般制限にしたがって実施する必要がある｡

(2)軸電流を調査すること｡

(3)次の各所での水素の有無を調べること｡

(a)ベーパーエキストラクタ吐出側

(b)タービン油タンク内

注意:調査をより完全にするため,試験用の気体のサンプルを

坂り出し,それを別個に試験すること｡

2.4 3～る月 に1回

(1)速度を110～111%に過速して,非常調速機の作動を確認

すること｡ロックアウト装置のついているタービンでほ,系統か

らはずさずに負荷運転中にオイルトリップ試験により,非常調速

機の作動を点検することができる｡

(2)主塞止弁,加減弁および中間阻止弁の気密を試験すること｡

(3)真空低下警報ならびに遮断装置を点検すること｡

(4)すべての油圧計,封水圧力計,衛帯蒸気圧力計を点検する

こと｡

(5)応急ソレノイドの作動を確認すること｡

(6)タービン軸受台ガイドにグリースを注入すること｡

(7)ターニングギヤ用チェソガードカバー下部のコックを開い

て,油を採取し油質を点検すること｡

(8)調整装置にグリースを注入すること｡

2.5 る/-12月にl回

(1)排気室ソールプレートにグリースを注入すること｡

肝88-
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柑受およぴほかのころがり軸受を点検し,必

要に応じて坂換えることJ

(3)タービンを109%まで過速させて,/ミックアップガバナー

の作劇を確認することしノ

弟l図は175MWタンデムコンパウンド円熟蒸気タービン発電機

の断1何をホし,その制御系統のブロック縦周を第2図にホす.

3･タービン製造者へ連絡されるべき事項

タービンに下記の児新現象が起きた場汁ほ,その肌司を十分調査

し,運転継続の判断がつきかねるときは,すみやかにl二卜､上製作所に

連絡する必要がある｡

(1)原因不明で急に振動が増加した場合

(2)原田不明でこいこ伸び差が増加した場介

(3)原因不明で急に油圧が降‾Fした場｢ナ

(4)原田不明の児古がするようになった数分

(5)原閃不明で一言川こ軸受排油温度が上昇した場合

(6)調速装置の動作が小安岩になった場r†

(7)原田不明で急に偏心過人となった場介

(8)原因不明でターニングギヤの作動がイく円附になった場合お

よびそのモータに過電流が流れた切介

4･タービンの一般管理

適正な運転を行うには,タービンに対する管理および注怠を十分

行きとどかせることが大切で,そのためには次に述べる事項にした

がって,試験,検杏を実施する必蛍があるしノ

4･l真 空 度

運転の締済什は真弓?蛇を規制如こ節粁㌻ることに大きく影幣され
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第2図 175MW再熱タービンの

制御系統ブロック緑園

る｡したがってパッキングや継手ほ空気漏れのないようにしなけれ

ばならないし′兵空を保持する継手にほ,普通継手面や締付ボルトの

ネジ掛こ,コンパウンドオイルを竣布することによって気密を保つ

ことができる,_ノーー･度高い兵空度に達すれば,その後は空気漏れに対

する適切な処置呈および復水器の正しい保〔如こよって,その真空度を

祥易に保持することができる｡

4.2 非常調速機試験

タービン発電機を逆転系統から離すたびごとに,災際に過速度運

転を子-J二って,非滞調速機のi拭験を行う必要がある｡その機構のいか

なる部分でも分解あるいほ調整を行ったときにほ,次にタービンを

朽起動し,増達するときに定格の110%過速度試験を繰返すことを

忘れてはならない(〕もしタービンがたびたび停止する場合にほ,こ

の過速度試験ほ3箇月ごとに行えば十分である｡

(1)定格の110%過速度試験

タービンを過速させるためにほ,調速機の同期装置のハンドル

を,高速ストップ(High-Speed Stop)に達するまで回転し,速度

を増加させる′-〉次に過速蝮ピソを引上げて,娼格速度の110～111

%に達するまで速度を連続的に上井させ,非常調速機をトリップ

させる.｡そのごは過速度ピソがもとの位置にもどるまで同期ハン

ドルを逆匝l転させる｡タービンがトリップした時の速度を注意し

て読むこと｡別のタコメータを使用して,少なくとも二つの読み

をとることが大切で,トリップ速度,試験日付,測定者名を運転

日誌に記蝕しておくことが肝要である｡非常調速機がトリップし

たとき,Ti三寒止弁が閉鎖し,全回路が遮断されたこと,加減弁が

完乍に閉鎖されたこと,抽気道1L弁もまたトリ､ソプして閉鎖して

いること,ならびにタービンの速度が減少し,定格速度の2/3以下

に■7ト1ていることな肺認する.-.り十､ソトレ′て-はタービンが1三桁

】 89-
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第3図 応急遮断系統図(ロックアウト弁,バックアップガバナ付)

速度の102%あるいはそれ以下になるまでリセットしないこと｡

さもないと,トリップフィンガーと非常調速機の偏心リングとが

激しく当って,トリップフィンガーが破損する恐れがあるからで

ある｡

タービンが超桁速度の110～111%に汚しても,非常調速機がト

リップしなかったならば,タービンを停止し,その原田を調禿し

て倭正しなければならない｡いかなる場合でもタービン速度は定

格の111%をこえてはならない｡非常調速機が規定の速度でトリ

ップしなかった場合ほ,まずタコメータが止経であるかどうかを

経めることで,それを確認しないうちは,いかなる調整も行って

はならない｡非常調速機が著しく低速でトリップした場合には,

油噴射弁を点検し,噴射油が漏えいしていないかどうかを調査す

る｡

(2)定格速度におけるオイルトリップ試験肝タービン発電機

ほ単独無負荷運転

110%過速度試験を行う前に,タービンが定格速膣でいjl転して

いる間に,非常調速機のオイルトリップi拭験を行うことを推奨す

る｡ただしこの試験は,非常調速機が作動可能な状態にあるかと

うかを確めるためであって,正しいトリップ速度を決起するため

のものでほない｡タービンが定格速度で回転している間に,非常

調速機の拍噴射弁により,非常調速機偏心リングへ油を噴入し,

これによって主塞止弁,加減弁,中間阻止介,再熱塞止弁,抽気

逆止弁がすみやかに閉鎖するのを確認する｡非常調速機のトリッ

プフィンガーがほずれた時,表ホ揖の指示ランプが点灯するよう

になっている｡

(3)定格速度におけるオイルトリップ武験-タービン発電機

はう包列負荷逆転

(a)軽負荷運転

タービンが6箇月間一度も過速しなかった場合にほ,発電機を

系統に入れたまま,オイルトリップ試験を行うことができる｡た

だしこの試験は非常に汁点状く実施する必要があり,操作に熟練

を必要とする｡その方法ほ次のとおりであるし,

負萄旦担ご弓0姓萱+ザ,j旦る隈旦星型草間些‾Fに述べる試鞄

_を室廼旦旦｡-.州鵬一介をあけ∴トリ:訓イ｢,加減介,仙気迎l卜介が
すみやかに閉鎖するのを催認しながらただらに仙噴射弁を閉め

る｡その後,非常トリップのリセットレ/ミーを引いて,結こ急遮断

装置をリセットする｡第1段酎l三力計が和土なっていることを樅

:て 偽

j一主塞止弁

卜閉塞止弁

口先行非常調速機

責荷制限万日減弁
トリップ

神気逆止弁用
空気切替弁

螢

認する｡そうしたら加減弁のトリップフィンガーをかけるために

起動ハンドルを閉にする｡そうすれば主塞止弁ほただちに開く｡

その後起動ハンドルをできるだけ早く回転して加減弁を開き蒸気

を流入させる｡

れ故:_h言Jの傑作は介計2-～3秒間で災施し,発電機のモー

タリングおよぴボイラの圧力.【ニュトを殺小限にする必要がある｡ま

た主塞止弁が閉鎖すると,発電機の仙人桝路遮断器(0･C･B)･

を時間遅れなしにトリップするようになっていたり,ボイラの燃

料系統をトリップするようになっている場合ほ,この操作を実施

する前に,それら電気回路を切り離しておかなければならない｡

(b)全負荷運転

ロックアウト弁およぴバックアップガバナの装備されている

タービンでほ,二浪列全負荷運転中に オイルトリップ試験を実施

することができる｡ロックアウト弁は応急遮断装置の作動を作動

外にするためのもので,並列運転中に帥噴射によって非常調速機

の;拭験をする際に,あらかじめロックアウト介を引いておけば,

史郎転にまったく支障を与えずにすむ〕この際主基止弁,加減弁,

二1ヰ熱塞止弁,中間阻止弁,抽気道1_ヒ弁は全開のままで,単に非

常調速機が作動内にあることを確認することになる｡したがって

この武験｢いに,なんらかの原囚により実際にタービンが過達した

場合,あるいは試験後ロックアウり卜をもどすのを忘れた場合で

も,もし回転数が約112%まで上昇すれば,先行非常調速機の上

部についている/ミックアップガバナが作動して,真窄低下警報な

らびに遮断装;鞋をトリップさせるので,主塞止弁,加減弁などは

ただちにl一利鎖するりそれゆえにて.亨.ニL旦_Z_ヱ_Z孝二ニミニむ墨重畳里埋匹

二型胡e卑拉匹動型旦⊆旦メ言上埋二空音な吐_
第3匡=･エロックアウート弁,バックアップガバナの装備されてい

るん㌫急遮断の系統を示す｡

4.3 主塞止弁気密試験

主私ヒ弁ほ運転中は常時全開しているので,蒸気の漏れを発見し

にくいものゆえ,同弁が十分支ミ常子を保っているかどうかを日噺

深く点検する必要がある｡この点検を行うのに最も都合のよい時期

は,タービンが逆転系統から離れ,停止にはいろうとするときであ

る._.タービンカ胡速機の制御下において乍迎剛巨ミしているときに,

外側軸受符に装備されているトリップレバーによって,二†三寒止弁の

み閉鎖させる一J一この際タービンが弼速をはじめ,ゆっくりと定格速

蛇の2/3以-Fになるような場合む土ほ,‾]壇+L如;十分気培を保ら七い

〝90一
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な場合には,主塞止弁から柵当漏えいしていることを示すものであ

るから,ただちに弁の補修を行う必要がある｡

注怒:タービンほじ部および下部に加減弁を有し,主蒸気管

が長く,主塞止弁がタービン床何より卜に設吊されるような林道

であるため,主架止弁と加減介との問に札､∫1多11i:の残留蒸気をも

っている｡したがってこのような場介にほ,土鳩止弁を閉鎖して

も,タービンが減速しほじめるまで数分聞かかる､-,

弟4図に主塞止弁の断面図を示す(つ

4.4 加減弁気密試験

この試験の口約ほ,起動ハンドルによってタービンの速度が零か

ら定格速度まで,椛実に制御しうるかどうかをみるためのもので,

この速度範凹如こおいてほ,すべての加減弁は十分気鰭を保っている

ことが必要である｡弟5図が上ドに門抑三された加減弁の断巾であ

る｡加減介気締を∴:〔検する際は,できるだけ■高い丁†‾ミ恭気山三ノJでター

ビンを起動することが必蟹で,次の肥りi二にしたがって止検する(-1

(1)主塞1L弁をり一ヒ､ソトし,二†三寒山一f｢とタービン/:卓気宅間を十

分暖機したら,主ワ馴二介下部ドレン介を桝銚Lて,‾1二凧卜弁を乍

開にする｡

(2)蒸気室駐ソJが土塞止弁入｢1圧ソJにほとんど等Lし､かどうか

を点検すること(二J

攣選
℡
さ粒

タンデムコンパウンド再熱蒸気
タービンの保守点検

付バスノ廿フ∵＼

ルレブシート

紡 帯 禰

パルプスピンドル

ピストンロッド
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(3)もL一加減弁漏えいがあっても,タービン速度が400～600

rpm以下に保持される程度の漏えいならよい1

4･5 中間阻止弁気密試験

主塞止弁の場合と同様に,中間阻止弁も運転中は常に全開してい

るので,蒸気の漏れを発見することはむずかしい｡したがって3～

6箇月に1同気密試験を行う必要がある｡この場合旦エビ∠史旦些ぜ

運転系統から解列して, ジュールのもと

を与_岨_

(1)タービンを逆転系統から解列する｡

(2)起動ハンドル(fl荷制限器用)によって,タービン速度を定

格の約1/2におとす｡

(3)ジャッキ装抑こよって中間阻止介を令閉にする√-

(4)ゆっくり起動ハンドルを開いて,丁巧:熱器のは力を上井させ

る｡

(5)加減弁が開くので,タービン速度ほ上昇する｡

(6)ターピソが定格速度に達する前に,再熱器圧力を安全弁セ

ット圧力の少し+Fまで上昇させることができるかどうかに托志す

る｡もしできた場糾こは,■ト間阻止弁は十分気密を保持している

と判定してよい｡

注意:この試験で一番問題になるのほ,高圧タービン部の過

熱である｡したがって蒸妄(温度の変化率についてほ,日二立製作坪

製ターピソの一般制限によっ て_賀施し拠L特に好

ましからぎる熱応力を生ぜしめる過大な加熱度合は,避けるよう

注点を払うことが人切である｡また高圧タービンの排気温度を十

分注意し,回転損失のため過大になっていないかどうかを点検す

る必要がある｡

第d図が中間阻止弁をカモす断面図である｡

(7)起動ハンドルをふたたび閉鎖することによって,タービン

速度ならびに再熱米比力を降‖卜させる｡

(8)ジャッキ装置を作動外の代沢まで開いて,小間阻止介をふ

たたび全開にする｡

(9)もし調速機運転にほいる場榊£,起動ハンドルを作動外ま

で開く｡

(6)項で述べたように,定格速蛙に達する前に市熱軌民力を安

全弁セット圧力より少し下のところまで,上昇しえなかった場合

▼- 91-一
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調速機レハ､-
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第7図 調速機同期/､ソドル装置断面(モータ駆動)

ほ,中間阻止弁ほ気密が悪いのであるからただちに修理しなけjt

ばならない｡竪粗製巨室塾星担主筆野ケ三

土星主星旦_主立塾生型ち__メ;だ迦を壁

吐呈旦し型圃塾生丑j旦丞壁選駈旦ユ耳毒堅を基墜旦旦主阜些旦

垂+｡

1.d 真空低下警報ならびに遮断試験

この点検を行うのに最もよい時期ほ,タービンが停止にほいった

ときで,起動ハンドルを回転させて加減弁を全閉にし,タービン速度

が減速しはじめ,約2,000rpmに降下したら,真空破壊器を開けて復

水器に空気を入れ真空を破壊する｡ここで真空が下り約6001つ1n-Hg

で警報を発し,500mmI寸gで主塞止弁が閉鎖するかどうかを調査

する｡

4.7 加減弁ステイツキングの点検

タービンを並列運転に入れたまま,すべての加減介を閉鎖してこ

の試験を実施する｡

(1)一定率のもとに最低連続負荷までさげ,ここでしばらく運

転する｡ボイラの運転が安定するのを待つ(,

(2)ガバナモータによって,急速に負荷を降下させ無負荷にす

る｡

(3)各加減弁が全閉した時,ローラとカムとの関係を調査す

る｡

(4)旦竺里担準弁が全閉す冬阜,_帝到運転牡冬至_二空_旦∠

+鎚___些匡墾蚕室翠蛮力_;上昇す_る_甲で,2～早秒以
月旦を室生些負亜堂む娃旦｡

(5)あとはホットスタートの負荷率によって,免荷をかけてい

く｡

注意 ‥一旦墾を生壁些墓室塾昼型墾但垂些二2史ヱ旦ち____旦垂製匹

ービ ボイラ過熱器f_Ⅰユロ

塑旦週塾塾ち⊥負御車下と阜旦些上二塁撃墜て降下さ

せることが重要である｡

5･手動操作による自然潤滑箇所

二1淵鮒系統によって強制潤滑される部分以外に,F-1然潤滑を必要

とする程々の箇所がある｡

5･】グリースガン潤滑

下記の部分には,浮通低温用標準グリースガンが装備され,ポー

ルベアリンググリースが供給されるようになっている｡

(1)前側仙受節ならびに中間軸受節

これらほタービン軸方向にガイドされていて,タービンの熱膨

脹とともにベースプレート上を日向にすべるようになっている｡

このすべる軸受箱とそのベースプレートおよびガイドは,多数装

備されているグリースニップルによって,グリースガンを用いて

潤滑される｡

(2)調速装置用レバー

特に大きな力を伝達するレバーや連結棒ほ,これらの動接手の

ところにグリースニップルを設けてあるので,グリースガンを用

いて潤附しうるようになっているし〉

(3)起動ならびに負荷制限用ハンドルのモータ駆動減速装置

ウオーム駆動装置とバネ利用の摩擦クラッチを用いており,タ

ービンメーカーでこの中にグリースを充てんして発送するもの

で,この歯車箱の上にはグリースニップルが装備されているの

で,グリースガンを用いて潤滑される｡第7図は同上部の断面

を示す｡

(4)調速トルク軸用軸受

ころがり軸受とグリースニップルを設けてあるので,グリース

ガンを用いて潤戸Fij･しうる｡

(5)排 気 室

復水タービンの排気包も ソールプレートにキーガイドがある

ので,排気窒は熱膨脹とともに日向に動く｡この動きは非常に小

さく,装備されているグリースニップルからタービン定検時グリ

ースを供給するだけでよい(〕

(9)電 動 機

ある瞳類の電動機はポールベアリングを備えていて,グリース

克てん指具によって潤滑されるようになっている｡

5.2 高温グリース潤滑

高温で運転される弁操作機構中のカムローラ軸受や,ほかのころ

がり軸受ほ牢に1壇ほ検査し,必要に応じてモリコートをつめるよ

うにする｡

5･3 グリースを充てんしておく機器

この機岩削も製造工場であらかじめグリースを完全に封入してあ

るため,定期的に潤滑する必要はない｡,たとえばモータ駆動調速機

同期/､ンドル装置および先行非常調速機テストハンドル装置は,お

のおの完全にグリースが封入されており,グリースつめなおしは分

解のときにのみ必要でる｡また内戚する摩擦クラッチを再調節する

とき,グリースをいくらか取除いたら,その分だけグリースをつめ

る必要がある｡

5･4 油溜による潤滑

油溜の洲赫まオーバフロープラグあるいは油面計で,規淀油面に

維持しノなければならない._､

(1)ターニング蔚申チェーソ駆動部

チェーソガード内の油面を,側面についているオーバフロープ

ラグあるいは仙両神こよって点検すること｡チェーソガード頂部

についている上部プラグ火に油を入れで削こ規定帥面になるよう

に拝志することし.

ー92-
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(2)ベーパーエキストラクターの齢中箱

オーバフローコックあるいほ油面計を設けてあり,歯車箱内の

油面を点検すること｡不足の時は上部充てんプラグ穴に油を注入

すること｡

(3)補助油ポンプ用立形電動機

上下軸受部ほころがり軸受への給油だめを有L･,この州だめ部

には油面計,給油プラグおよびドレソプラグを設けてある｡定期

的に油面を点検して常に規定油量を保持し,過剰な給納を行って

はならない｡必要に応じて油を補給しまたほ取り替えることL｡

5.5‾潤滑油およびグリースを直接注入する箇所

作動機構のある部分ほ,不定期的に直接手で行う潤滑を必要とす

る｡

(1)スイッチおよび空気弁装置のラックとピニオン

(2)起動および負荷制限器用ハンドルの掛け金部

(3)調速機同期ハンドルのネジ部

(4)先行非常調速機テストハンドルのネジ部

(5)作動機構中のころがり接手

ガバナモータおよび先行非常調速機モータなど小馬力のモータ

は製造工場において,グリースを鰭ふ†してあるので必要に応じて

グリース潤椚をすること｡

る.タービン分解組立

d.1高 圧 車 室

タービン定常運転り1に,酸化物や堆積物が水平継手面間に堆積し

〉圭油穴

℡
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0
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やすい｡これらの継手両を分解するに必要な力ほ,上半車宅の重量

をつりあげるに必要なノJより,かなり大きいものである｡油圧ジャ

ッキを使用している場創こは,草案を均一にスムースにつりあげる

ことができて便利である｡,この帥圧ジャッキを使用する場合にほ,

次の順梓にしたがって実施することになる｡

(1)各軸端のj丘いところで,車蕪の両側に1個ずつ合計4個の

ボルトを除くほかのすべての継手ボルトを振りほずす｡植込ボル

トのナットを約1.6mmゆるめる｡

(2)すべての油圧ジャッキを設置して,市電が分離し,上半部

が一様に約1.6mmあがるまでおのおのに均一な力を加える｡4

個のボルトは上向き方向へのストッパの役目をする｡

(3)起重機を使用して,ジャッキ油圧がパッキンの漏えいかほ

かの原帥こよって降下した場合に,下向き方向へのストッパとし

て作用するように,つりあげ用のロープのゆるみを除きながら,

申室の上向きの動きにしたがうようにする｡

(4)迎綻的に4偶のボルトのナットをゆるめ,油圧ジャッキで

申室を上限まで持ちあげ,起毛機のロープで申室の動きに追随さ

せることによって,以下同じような力法で中電をさらに上げる｡

油圧ジャッキの最大行梓まで申宅をあげれば,内部中毒同ラ旨部は

スムースに取りほずすことができる｡

第8図に油圧ジャッキを使用して高圧申室を分離する方法を示す｡

る.2 内外車室かん合部の潤滑法

外車室の分解を容易にするために,内外車重かん合部に浸透油を

叩93-
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第13図 ボ ルト 伸 び 測 定 要 領

注入する装置が数箇所についている｡舞9図は内外申窒の代表的な

かん合部を示す｡外車室の上半部にほ,卓室の外側から内車重との

かん合部へ注油する穴があり,汝透油は外車室を分解する数時間前

に注入し,外車室の移動を容易ならしめる｡浸透油にはケロシンを

使用する｡注入された油は上部申室に切ってある環状みぞに沿って

浸透する｡圧力をかけて注油する必要はなく,また排油栓もない｡

る.3 熱膨張継手部の潤滑法

弟10図ほ弁座の熱膨張継手の一例を示し,弟1】図は抽気管に適

用される高圧部熱膨張継手の代表的構造を示す｡いずれの場合にも

弁座あるいはパイプスリーブにステライトが肉盛熔接され,かつシ

ーリングリングが焼入されている場合は,分解中に浸透的で潤滑

する必要はないが,そうなっていないものにほ托入装荷がついてい

て,上述のような潤滑を実施する｡シーリングリングを取替えると

きは,外側リングは串室に容易にほめ合うようドライアイスで収縮

させ,リングが暖かくなったときにリング同志でお互に固着するこ

とを避けるために,リング間にセロフアンか薄紙をそう入して組立

てる｡

る.4 高温ボルト焼締め法

一般に直径2インチ以上の高温ボルトほ鉄蹄めされるようになっ

ヰ攣
× 嘩塾

/

J
/2

l■=

L【‾1
l

=

◎

l

l o

/.ロ ー

7●

2.ロ ー 70

J.タンパツクル

キト

十

第14図 高 比 外 車 宰 吊 揚要領

/＼

感

＋

十

､こJ

.1

･F仁

l

ヒ(

/.ロ
ー プ

∠一口
ー

70

J,タンパックル

第15間 伐肝 車 宗 田 揚要領

ている｡第12図にフJミされるような電気ボルトヒータを用いて,あ

らかじめボルトを加熱して熱膨張させ,次の順序にしたがって焼締

めを行う｡

(1)放初冷間でナットを軽く締めつけて,ボルト伸び測定具に

よってダイヤルインジケータを零にあわしておく｡第13図がボ

ルト伸び測定具である｡

(2)ボルトヒータによってボルトを加熱し,ナットを規定の量

だけ(この量ほ希種タービンについて取扱説明書の中に明記され

ている)さらに回転させて締付ける｡なおヒータがボルトの内面

に接触しないように注意すること｡もし接するとボルトが局部

加熱されるので望ましくない｡ヒータは所泣の長さのものを使用

し,露出部をアスベストなどでおおうようなことは絶対避けなけ

ればならない｡

(3)ボルトが常温になってから,このボルト伸び測定具を用い

てボルトの伸びを測定する｡このときボルトの伸びが規定値以下

またほ以上の場合ほ,操返しボルトヒータを用いて加熱し,規定

の伸びがえられるように締めなおす｡〕ボルトの伸び量は通常ボル

トに25kg/m1112～32kg/mm2の応力を生ずるような量である｡

第13図に示すものは両ネジボルトと植込みボルトに対する伸び

測定具の使用法を涼したものである｡

(4)タービン申室水-iF継手ボルトの締付け順序は,左右対称に

同時にタービン前側より発電機側に向って締付けを行うようにす

る｡土塞止弁および中間阻止弁のボルトも上記と同様な原如こし

たがって,対称位置のボルトを大きいボルトから同時に締付け

る｡

肝 94肝
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第17凶 ボルテックスガスケット装術安簡

占.5 車室およびロータつり揚要領

弟14囲および弟15図は高圧外車室および低圧車室のつり揚要鋭

を示す｡まず車室の水平継手締付ボルトを取りはずし,図オミのよう

に案内ボルトをたて,ワイヤロープを上半車室に確実にあてて徐々

につりあげる｡車重ほ常に水平状態を保ちつつ安全なつり揚作業を

実施しうるように,案内ボルトと申室フランジの孔との間隙は小さ

くなっている｡策1d図は高低圧ロータ直紙のままのつり提要領を

示したもので,軸受本体水平継手面に案l勺柱をと取付け,つり揚金

具により徐々に水ゝ†′を保ちながらつりあげる｡この程のロータほ高

低圧ロータを一便巾:糾すると,ふたたび分僻することは帆lりとして

行わないことになっている｡したがってそのつり揚もー一体として行

う｡ワイヤロープは必ず指定のものを使用し,またロープをあてる

ロータの位置ほ困耐▲持越にしたがい,それ以外のところi･まつらない

ビ ン

侭圧側ローブ0

高圧側D≠プ

フック卦ロープ

直結 の H 揚要領
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下半外車雪

-ストチノア

降下一重

加減井スタンド

トラニオン

およぴレンチ

スタンドワオトト

第18一文l‾F那加減弁分解装置

ように注意する必要がある｡

る.占 ボルテックスガスケットの装備法

タービン令所に金崗とアスベストをら旋状に巻いたボルテックス

ガスケットが使用されているが,そのフランジ面は特殊な形状にな

っていて,ガスケットがフランジ面からはみ出ることのないような

構造になっている｡ガスケットの厚さを3.0～3.2mmに圧縮するこ

とによって十分な気密を保ちうるようになっている｡弟17図にそ

の断面図を示すが,A詞iが接触したときにちょうどガスケットの厚

さが3.0～3.2mlllとなって,気密を保つに十分な圧着力がかかるよ

うになっている√,したがってボルトを締汐)るときは,A部がしっか

り締付けらjtるところまで完今に締付ける必要がある｡,こうすれば

ガスケットにほ最適の圧力がかかりまた同時に完全に心を出すこと

ができる｡

ー95-
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第1表 油 の温度管理基準

＼

性 ㌃＼＼＼＼迫
川

＼

起動 郎Jの最大粘度
C.S.t

(R.W.)

起 動 一拍の 最 低 油 温 OC

運転中の油タンク最低温度

運転中 の軸受給油温

軸受排油温度OC

度

常

暫

:殴

OC

ロC

用

報

大

強制 給 油 潤 滑式

陸 川 タ
ー

ビ ン

170

し700J

10

55

40′〉50

60へノ70

75以下

80以下

強制給油潤滑式の陸川クーピソでは,300Cにおいて粘度85～100c.s.t.

(360～420R･Ⅵ㌧)以下の油ほ,軸受に満足すべき状態を与えるL〕しかし排納

温度が適当に上昇しないと,やや高い掛叉損失を生ずる約男〔となる｡

第2表 タ ー ビ ン油の一般性状

性

粘 度

C.S.t.

(R.W.)

状F＼忘㌃＼-＼-で用

【竺､】CO5

80'C

引 火 点 OC

中和価KOH mg/G

さびどめ牲能24h

酸化安定度KO上Img/G

((1,000b後の全酸価)

JIS

K2283

JIS K2278

強制給油潤滑式

陸用タービン

r｡1芸::≡;｡)
l｢‾-'`▲‾

1 18～22

l(糾～95)

7～9

(45～50)

】80以 上

JIS K2501 0.2以 下

JIS

I

K

K2510

S

2515

合 格

0.4以 下

(1)注意:A部が接触するまで締付けるのが困難な場合に

ほ,そのまま数分聞及置して,ガスケットがクリープするのを待

てば容易に締付けられる｡ボルトは上述のように標準締付応力

25～32kg/mm2になるように締付けるっ

(2)予備ガスケット

通常沓ガスケットに対し予備品を納入してある｡このガスケッ

トの寸法は非標準となっているので,追加予備品は必ず日立製作

例こ托文願うことになる｡ガスケットの交換費は,もれ出した場

合の損失に比て非常にわずかなものであるから,フランジをほず

した際ほ必ず新しいガスケットと交換することを推奨する｡

d･7 下部加減弁分解装置

下郎口減弁を分解する場合にほ,弟柑図にホす装置を使用する｡

まず加減介のバネカバー,スタットボルトおよびバネを触りほずし

て,この分解装置を組立てラチェットスパナを川して加減弁スタン

ドを十分下にさげて分解するL+

7.潤 滑 油

7･】運転上の注意

新しいタービンを最初に運転するときにほ,潤滑装置が完全に清

浄であるかどうか,また機器の運転に対し十分な新しい油の供給が

●室 メ準 ○

あるかどうかを依誌蕃できるまで,

× 弓鞠 ㊨
運転者は機器の起動を行うべきで

ほない｡

(1)軸受への給油および排油の温度,圧力が規定値以内にある

かどうか｡

(2)油の純度を水湘れ,ドレンのスラッジなどを検査すること

により確める｡その際標本新油の性状および油販売者によって示

される汚油取伴え判定基準によって確認する｡第】表に示す油の

温度を保持するよう子-i三志する+

7･2 潤滑油の一般性状

添加剤入りタービン帥で,弟2表にホす諸規定に合格したものを

那奨する.′Jまた仰々の仰犬については7.3項を参照‾Fさいっ

7･3 潤滑油の選択と使用上の注意

洞椚州の十朋尺甜卯〕某什にほ∴火川.卜の謂泉什を十分に織込むこ

とほむずかL-∴ その紙刀工は災川統呆と完全に平行するものとはい

えないが,これによって仙の惟状を知り長所を十分いかすようにす

ることが大切である･.｡弟2表ほ添加剤入りタービン油が当然もたな

ければならない一般性状を規嬉したにすぎず,さらにタービンの仕

様,運転条件によってほ第2表以外にも適切な試験をあわせ行い,

使用日的に適合しているかどうか確める必要がある【〕

7.4 潤滑油管理

運転にはいったタービン油の管理上配慮を要するのほ,油温度管

岨 水分ならびにじんあいなど異物のl挽去,および劣化の判定など

であるJ水分そのほか男物混入のt酌ま,いままでいろいろ公表され

ているので省略するが,運転中これらを州清浄装掛こより絶えず除

去することが大功である｡また油の別ヒの進行状況を起期的に検査

して,監視,判断する必要がある､J割ヒしたタービン油をそのまま

辿絞使用すれば,割ヒ物ほ射ヒの促進触媒としてさらに劣化を促進

させる｡劣化生成物たる腐食性酸およびスラッジなどは事故を起し

がちであり,適切な時期に交換しなければならない｡劣化油と新油

との混合ほ,新抽の性能を帳消しにする危険があるので避けなけれ

ばならない1細別ヒの判定ほ,駄加剤入りタービン帥の場合,界面

張■ノ+よりも令懐化の判定によることを推奨する(-)これはさび止め剤

の特作上はじめから王朝自i脹ノJの低いものがあるか余酸らである｡化

が0･4KOHmg/G以上になった場合,また次期止検以前にこの値に

述する恐れがある場合は,新油と取換えることを推奨する｡以上タ

ービン油の選択と使用上の注意を述べたが,結局推奨するタービン

it11ほ,添加剤入り多重抑制_油であるが,必ずこれでなくてはならな

いというのでほなく,より経費が少なく,より良い運転を行うため

には仙の選択と〕堪転保亡､fにより深い注意が必要であることを強調し

たのである.J

8.結 日

戦後急速に建設され,最近に至ってタービンの運転台数も次第に

増加してきたが,これからほそれら新鋭タービンをいかにして寿命

を長くさせ,かつ適止な三朝転を維持していくかの時期にほいってい

るJそのための保竹こミ(検も日進月歩の勢いで改良されてきたが,本

文は放も新しい方法として日立製作所が推奨している概要を記述し

たものである｡
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